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来
年
度
予
算
概
算
要
求

軍
事
費
８
兆
５
３
８
９
億
円

　

暮
ら
し
壊
す
際
限
な
き
軍
拡
計
画

　

防
衛
省
は
８
月
30
日
に

２
０
２
５
年
度
の
軍
事
費

（
防
衛
関
係
費
）の
概
算
要

求
を
決
め
ま
し
た
。
総
額

は
８
兆
５
３
８
９
億
円
で

過
去
最
大
、
巨
額
の
上
積

み
を
続
け
る
異
常
極
ま
り

な
い
も
の
で
す（
図
）。
文

教
関
係
予
算
の
要
求
額

（
４
兆
３
８
８
３
億
円
）の

　

米
不
足
。「
ス
ー
パ
ー
に

行
っ
た
が
あ
っ
と
い
う
間

に
売
り
切
れ
て
い
た
」「
価

格
も
５
kg
が
２
８
８
０
円

で
、
以
前
の
１
・
５
倍
だ
」

「
新
米
が
出
回
る
と
い
っ

て
も
、
現
に
売
り
場
に
は

な
い
」「
他
人
事
の
よ
う
な

政
府
の
対
応
に
腹
が
た

つ
」「
主
食
の
コ
メ
は
安
心

し
て
買
え
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

自
民
党
総
裁
選
。「
ど
の

候
補
も
裏
金
事
件
の
再
調

査
に
は
否
定
的
だ
」「
世
論

調
査
で
も
新
総
裁
で
自
民

党
が
変
わ
る
は
少
数
」「
憲

法
改
定
の
主
張
は
一
致
し

て
い
る
。
９
条
改
憲
も
ね

ら
わ
れ
て
い
る
」「
テ
レ
ビ

は
立
候
補
表
明
を
延
々
と

報
道
し
て
い
る
。
ウ
ン
ザ

リ
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

兵
庫
県
の
斉
藤
元
彦
知

事
の
パ
ワ
ハ
ラ
疑
惑
。「
百

条
委
員
会
で
知
事
の
パ
ワ

約
２
倍
に
達
し
、
暮
ら
し

を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
軍

拡
で
す
。

　

岸
田
政
権
は
年
５
兆
円

規
模
で
推
移
し
て
き
た
軍

事
費
を
、
２
０
２
３
年
度

か
ら
５
年
間
で
43
兆
円
ま

で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
％
か
ら

２
％
規
模
（
年
11
兆
円
）

ま
で
引
き
上
げ
る
計
画
で

す
。

　

さ
ら
に
３
月
、
日
本
が

イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
と

共
同
開
発
す
る
次
期
戦
闘

機
を
英
・
伊
以
外
の
第
三

国
に
も
輸
出
可
能
と
す
る

こ
と
を
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
日
本
を
「
死
の
商
人

国
家
」
に
お
と
し
め
る
も

の
で
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

平
和
を
脅
か
し
、
国
民

の
暮
ら
し
を
押
し
つ
ぶ
す

大
軍
拡
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
ま
し
ょ
う
。

学術会議統制は学問の危機
日弁連シンポジウム

　任命拒否の６氏ら議論

　

日
本
学
術
会
議
会
員
候

補
６
人
の
任
命
を
拒
否
し

た
ま
ま
、
政
府
が
同
会
議

の
独
立
性
を
侵
害
す
る
法

人
化
を
検
討
し
て
い
る
こ

議
は
国
会
と
同
じ「
議
会
」

の
立
場
に
あ
り
、
高
度
な

自
治
が
必
要
だ
と
主
張
。

　

松
宮
孝
明
・
立
命
館
大

学
教
授
は
、
５
月
に
成
立

し
た
経
済
秘
密
保
護
法
の

危
険
性
に
言
及
。

　

芦
名
定
道
・
関
西
学
院

大
学
教
授
と
宇
野
重
規
・

東
大
教
授
は
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
、
学
問
に
介
入

し
よ
う
と
す
る
政
府
の
動

き
に
懸
念
を
表
明
し
ま
し

た
。

と
を
巡
り
、
日
本
弁
護
士

連
合
会
は
28
日
、
東
京
都

内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

き
、
任
命
拒
否
さ
れ
た
６

人
が
議
論
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

シ
ン
ポ
の
基
調
講
演
で

は
、
隠
岐
さ
や
香
・
東
大

教
授
が
「
平
和
の
た
め
の

ア
カ
デ
ミ
ー
が
学
術
会
議

の
原
点
。
こ
の
精
神
を
生

か
す
『
あ
り
方
』
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
。

　

岡
田
正
則
・
早
稲
田
大

学
教
授
は
、
日
本
の
学
術

全
体
を
代
表
す
る
学
術
会
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

ハ
ラ
や
お
ね
だ
り
体
質
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
」「
公
益

通
報
保
護
法
の
違
反
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
」「
知
事
は

辞
職
す
べ
き
だ
」「
知
事
選

で
斉
藤
知
事
を
担
い
だ
の

は
自
民
・
維
新
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

１
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で

50
万
人
の
デ
モ
。「
人
質
解

放
の
た
め
の
停
戦
合
意
を

結
ぼ
う
と
し
な
い
ネ
タ
ニ

ヤ
フ
政
権
に
怒
り
が
噴
出

し
た
」「
最
大
労
組
の
労
働

総
同
盟
は
２
日
、
停
戦
を

求
め
て
ゼ
ネ
ス
ト
を
決
行

し
た
」「
ガ
ザ
地
区
で
は
ポ

リ
オ
の
予
防
接
種
が
す
す

め
ら
れ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

パ
リ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
。「
車
椅
子
ラ
グ
ビ
ー
や

車
椅
子
テ
ニ
ス
な
ど
日
本

選
手
は
大
活
躍
だ
」「
自
己

ベ
ス
ト
を
更
新
し
て
満
面

笑
み
の
選
手
に
感
動
す

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
一
時
、暑
さ
が
収
ま
っ

た
が
ま
た
暑
く
な
っ
た
」

「
コ
ム
ラ
サ
キ
の
実
が
薄

「
１
億
円
の
カ
ベ
」是
正

に
猛
反
発

こ
れ
が
自
民
党
の
限
界
だ

　

１
億
円
以
上
で
税
率
が

低
下
す
る
「
１
億
円
の
カ

ベ
」
は
格
差
の
象
徴
。
こ

の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
金
融
所
得
課
税
導
入
で
、

石
破
氏
が
課
税
の
強
化
発

言
を
し
た
と
こ
ろ
他
の
総

裁
選
候
補
者
が
猛
反
発
。

進
次
郎
氏
も
「
議
論
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い
」

と
ご
ま
か
す
。
発
言
し
た

当
人
も
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
。

金
融
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は

「
投
資
熱
に
冷
や
水
」と
反

発
に
加
担
。

　
「
１
億
円
の
カ
ベ
」是
正

は
当
然
の
見
識
だ
が
、
袋

ダ
タ
キ
に
あ
う
。
格
差
や

国
民
の
暮
ら
し
を
顧
み
な

い
自
民
党
の
限
界
だ
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
）

賃上げとともに
　　労働時間短縮を
志位議長が全労連役員と懇談

　

日
本
共
産
党
の
志
位
和

夫
議
長
は
８
月
23
日
、
全

労
連
会
館
を
訪
れ
、
賃
上

げ
と
労
働
時
間
短
縮
の
た

た
か
い
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
ま
し
た
。

　

全
労
連
は
２
０
２
２
年

に
労
働
時
間
短
縮
の
方
針

を
打
ち
だ
し
、
今
年
７
月

の
大
会
で
も
賃
上
げ
と
一

体
に
「
１
日
７
時
間
の
法

定
労
働
時
間
」
を
求
め
る

方
針
を
提
起
し
ま
し
た
。

　

黒
澤
幸
一
事
務
局
長
は
、

労
働
時
間
規
制
の
意
義
は

健
康
確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
、

家
族
と
の
生
活
や
余
暇
・

自
由
時
間
に
及
ぶ
、「
自
由

な
時
間
こ
そ
最
大
の
富
」

で
あ
り
、
そ
れ
を
つ
く
れ

る
の
は
労
働
組
合
で
す
と

話
し
ま
し
た
。

　

志
位
氏
は
「
時
短
の
意

義
は
健
康
確
保
に
と
ど
ま

ら
な
い
、
労
働
者
の
自
由

な
生
活
時
間
の
全
体
を
拡

大
し
て
い
く
と
い
う
考
え

方
は
、
と
て
も
重
要
と
思

い
ま
す
。
こ
の
方
向
を
一

緒
に
進
め
て
い
き
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

　

中
央
最
低
賃
金
審
議
会

が
７
月
に
発
表
し
た
最
低

賃
金
の
目
安
は
全
国
平
均

で
50
円
引
き
上
げ
て

地
域
最
低
賃
金　

中
央
審
の
目
安 

低
す
ぎ
る

　

27
県
が
上
積
み

１
０
５
４
円
。
低
す
ぎ
る

最
低
賃
金
で
す
。
こ
の
目

安
を
も
と
に
都
道
府
県
の

地
方
審
議
会
で
審
議
、
答

「しんぶん赤旗」に
日本棋院から「特別感謝表彰」

　

日
本
棋
院
は
、
７
月
17

日
に
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
あ

た
り
、
日
本
棋
院
か
ら
、

「
永
年
に
わ
た
り
日
本
棋

院
の
活
動
を
支
え
囲
碁
界

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。」
と
し
て
、「
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
」
に
対
し
て
「
特

別
感
謝
表
彰
」
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
は

「
新
人
王
戦
」の
開
催
に
加

わ
っ
て
い
ま
す
。

申
が
出
そ
ろ
い
ま
し
た
。

　

最
高
額
は
東
京
都
の

１
１
６
３
円
。
最
下
位
は

秋
田
県
の
９
５
１
円
。
全

国
過
半
数
の
27
県
で
目
安

に
上
積
み
。
徳
島
は
異
例

の
34
円
を
上
積
み
、
全
徳

島
新
聞
労
組
を
は
じ
め
ス

ト
ラ
イ
キ
の
活
発
化
を
反

映
し
ま
し
た
。
地
域
間
格

差
は
わ
ず
か
な
が
ら
縮
小
。

平
均
１
５
０
０
円
の
達
成

を
30
年
代
半
ば
に
先
送
り

す
る
岸
田
政
権
に
反
旗
を

翻
す
内
容
で
す
。

　

ま
た
地
方
審
議
会
の
多

く
が
、
中
小
企
業
支
援
策

の
拡
充
や
地
域
別
制
度
の

矛
盾
解
消
を
国
に
求
め
て

提
案
や
要
望
を
出
し
て
い

ま
す
。

34％賃上げで労働協約
米交通労組が鉄道公社と

　過去 53年間で最大

　

米
国
の
航
空
や
鉄
道
、

運
輪
業
な
ど
の
労
働
者
が

加
盟
す
る
米
交
通
労
働
者

組
合
は
、
全
米
鉄
道
旅
客

公
社
（
ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
）

と
の
新
た
な
労
働
協
約
を

承
認
し
、
７
年
間
で
34
％

の
賃
上
げ
な
ど
を
勝
ち

取
っ
た
と
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
の

労
働
者
は
米
国
の
運
輸
シ

ス
テ
ム
の
中
で
欠
か
せ
な

い
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

賃
上
げ
率
は
ア
ム
ト

ラ
ッ
ク
創
設
以
来
の
53
年

間
で
最
大
。
２
０
２
３
～

28
年
の
期
間
で
適
用
さ
れ
、

労
働
者
は
さ
か
の
ぼ
っ
て

全
額
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

紫
に
色
づ
き
始
め
た
」


